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本
会
で
は
、
新
見
市
が
推
進
す
る

「
に
い
み
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
の
一
環

と
し
て
、
地
域
の
誰
も
が
気
軽
に
集

い
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
ピ
オ
ー
ラ
カ

フ
ェ
」
を
年
６
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
24
日
の
カ
フ
ェ
に
は
、
地
域
住

民
な
ど
24
人
の
参
加
が
あ
り
、
映
画

「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
」
の
鑑
賞
と
、
裏
千
家
新
見

同
好
会
和
楽
会
に
よ
る
新
春
お
茶
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ピ
オ
ー
ラ
カ
フ
ェ
は
、
奇
数
月
の
第

４
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
新
見

市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま

す
。
認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
、
認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
た
い
人
を
は
じ

め
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。
（
次
回
の
予
定
は
７
ペ
ー
ジ
を

参
照
）

ピ
オ
ー
ラ
カ
フ
ェ

にいみにいみ
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ピオーラちゃん

社
協
は
、
地
域
福
祉

（
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
）
に

　
　
取
り
組
む
団
体
で
す
！



支え合い支え合い

ふれあいふれあい

見守り見守り

孤
独
や
孤
立
を
防
ぎ 

共
に
生
き
る
社
会
へ

　
令
和
６
年
４
月
に
「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
「
孤
独
・
孤
立

に
悩
む
人
を
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社
会
」「
相

互
に
支
え
合
い
、
人
と
人
と
の
『
つ
な
が
り
』
が

生
ま
れ
る
社
会
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
本
会
で
は
、
以
前
か
ら
地
域
の
高
齢
者
な
ど
の

見
守
り
や
つ
な
が
り
づ
く
り
を
通
じ
て
、
孤
独
や

孤
立
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
高
齢
者
へ
の
訪
問
を
通
じ
て
、
地
域
内
の
つ
な

が
り
や
見
守
り
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

80
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
対
し
、
年
３

回
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
友
愛
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
高
齢
者
か
ら
は
「
地
域
の
人
が
訪
問
し
て
く
れ

る
か
ら
心
強
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
は
「
訪
問
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

こ
ち
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
な
ど
の
声
が
あ

り
ま
す
。

友
愛
訪
問

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
日
頃
あ
ま
り
話

す
機
会
の
な
い
人
の
お
宅
を
訪
問
し
、
お
話
し
相

手
に
な
る
活
動
で
す
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
話
し
相
手
を
希
望
す

る
高
齢
者
宅
な
ど
に
訪
問
し
、
お
話
を
聴
く
こ
と

で
、
不
安
感
や
孤
独
感
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員
や
福
祉
委
員
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
、
定
期
的
に
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、安
否
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

状
況
の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な

問
題
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

【
対
象
】

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
80
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

独
居
高
齢
者
宅
戸
別
訪
問

　
各
地
区
で
年
数
回
、
民
生
委
員
・
主
任
児
童
委

員
や
福
祉
委
員
、
地
域
の
団
体
の
代
表
者
、
本
会

職
員
な
ど
が
集
ま
り
、
地
域
の
様
子
や
困
り
ご
と

な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
連
絡
会
を
通
じ
て
地
域
内
の
状
況
に
つ
い

て
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
や

支
え
合
い
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
連
絡
会

　
地
域
住
民
主
体
で
運
営
す
る
誰
で
も
参
加
で
き

る
集
い
の
場
で
、
集
会
所
な
ど
身
近
な
場
所
を
会

場
に
し
て
行
い
ま
す
。

　
顔
見
知
り
の
人
が
声
を
か
け
合
い
集
う
こ
と
で
、

閉
じ
こ
も
り
や
孤
立
の
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
地
域
で
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
の
困
り
ご
と
を
地

域
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
情
報
を
共
有
し
、

地
域
に
暮
ら
す
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
仕
組
み
や
活
動
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。

　
現
在
、
新
見
市
で
は
生
活
圏
域
ご
と
に
小
地
域

ケ
ア
会
議
を
設
け
、
地
域
住
民
の
代
表
や
地
域
で

福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
、
行
政
（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
健
康
医
療
課
、
福
祉
課
）

や
本
会
の
職
員
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
が
参
加
し
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
小
地
域
ケ
ア
会
議
を
通
じ
て
、
各
地
区
で

集
い
の
場
づ
く
り
や
買
い
物
支
援
、
訪
問
活
動
な

ど
の
地
域
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

小
地
域
ケ
ア
会
議

▲友愛訪問の様子（思誠地区）

▲サロン白銀（高尾地区）の様子

▲豊永地区「買い物ツアー」の様子

▲福祉連絡会（上熊谷地区）の様子

ス
ト
ッ
プ
孤
立
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ス
ト
ッ
プ
孤
立
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市内の小学生が「ちょボラ」に取り組みました！

　本会では、市内の小学生を対象に、思いやりやボランティア意識を育むことを目的として、
自分の住んでいる地域のためにできる「ちょっとしたボランティア（ちょボラ）」について考え、
取り組む活動を進めています。
　令和５年度は、10月から12 月を実施期間として、市内全校の 398人の子どもたちが「ちょ
ボラ」に取り組みました。子どもたちがどのような活動をして、どのような感想があったか紹
介します。

　協力していただいた小学校、保護者の皆さま、ありがとうございました！
　本会では、これからも子どもたちが思いやりや優しさを育めるよう、学童期からの福祉教育
に取り組みます。

・
地
域
の
人
に
元
気
に
あ
い
さ
つ
、
交
流

・
地
域
の
草
取
り
、
ご
み
拾
い
、
ゴ
ミ
の
分
別

・
川
の
掃
除
、
公
園
の
掃
除

・
募
金
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
荷
物
持
ち

　な
ど

取り組んだこと

●もっとほかのちょボラにもチャレンジしてみたいと思いました。

●これからも続けたいし、 自分のためにも他の人たちのためにもなったのでよかったです。

●僕が取り組んだちょボラで少しでも地域が良くなればいいなと思いました。

　 みんなで取り組んだらもっと良い地域になるんじゃないかと思いました。

児童の感想

家族からの言葉
●何をすれば良いか考えるのは難しいようでしたが、 親子で一緒に考える時間に意味が

　 あったように感じます。 今回の取組が娘にとってボランティアの第一歩になりました。

●一緒に買い物に行ったとき、募金箱にすぐ気づき、自分から進んで募金ができていました。

　 また、 色々 なところで自然にお礼の気持ちを込めて頭を下げたりできるようになっていた

　 ことにびっくりしました。 普段できていることがしっかり身についているんだなあと実感

　 できました。 今後も続けてほしいです。

にいみ社協だより　第115号 4



　当センターでは、高齢者や障がいのある人等で、日常生活において支援が必要な状態にもか
かわらず、環境上の問題や経済的な理由等により十分な支援が受けられていない人などに対し
て、成年後見制度など、適切な権利擁護の支援が行われるよう各種相談に応じます。
　また、親族後見人や市民後見人などからの相談にも応じています。

※成年後見制度とは、裁判所が選任した後見人が、判断能力が不十分な人に代わって、
　契約などの法律行為や財産管理を行う制度です。

※※相談無料・秘密厳守※※

月曜日～金曜日  9：00 ～17：00
（土・日・祝日を除く）

受付
時間 0867-72-7306電話

お気軽に

ご相談く
ださい！

　
２
月
９
日
に
、
新
見
市
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
市
民
後
見
人
が
活
動
す
る

上
で
の
知
識
と
技
術
の
向
上
や
、
市
民

後
見
人
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
「
第
２
回
新
見
市
市
民
後
見

人
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」を
開
催
し
、

市
民
後
見
人
と
し
て
登
録
し
て
い
る
６

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
の
前
半
は
、
弁
護
士
法
人
ゆ
ず

り
は
新
見
法
律
事
務
所
の
大
山
知
康
弁

護
士
に
よ
る
「
成
年
被
後
見
人
の
相
続

に
関
す
る
い
ろ
は
」
と
題
し
た
講
話
を

行
い
、
参
加
者
は
、
被
後
見
人
（
本
人
）

が
相
続
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

の
相
続
放
棄
や
遺
産
分
割
、
遺
言
に
関

す
る
手
続
き
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、

困
っ
た
時
の
相
談
先
な
ど
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
研
修
の
後
半
で
は
、
新
見
市
で
市
民

後
見
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
村
上
公

江
さ
ん
に
よ
る
活
動
発
表
が
あ
り
、
市

民
後
見
人
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
や
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
活
動
を
通

じ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
村
上
さ
ん
か
ら
は
「
被
後

見
人
（
本
人
）
と
関
わ
る
中
で
、
周
囲

の
人
に
感
謝
す
る
気
持
ち
が
さ
ら
に
強

く
な
っ
た
。
と
て
も
責
任
の
あ
る
仕
事

だ
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
も
あ
る
」
と

い
う
感
想
が
あ
り
、参
加
者
か
ら
も「
市

民
後
見
人
の
活
動
発
表
が
大
変
参
考
に

な
っ
た
」「
市
民
後
見
人
同
士
で
交
流

で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
市
民
後
見
人
と
は
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
資

格
を
持
た
な
い
、
親
族
以
外
の
市
民
に
よ
る
成
年
後

見
人
等
で
す
。

　
県
が
実
施
す
る
養
成
研
修
を
修
了
し
、
市
町
村
に

登
録
し
た
人
が
、
家
庭
裁
判
所
の
選
任
を
受
け
る
こ

と
で
成
年
後
見
人
等
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
判
断
能
力
の
低
下
し
た
人
の
金
銭
管
理
や
各
種
手

続
き
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

市民後見人同士の情報交換の様子

新見市成年後見相談センター新見市成年後見相談センター

・預貯金の管理や解約ができない。
・福祉施設の入所などの契約ができない。
・頼れる親族がいない。
・消費者トラブルが怖い。
・成年後見制度について勉強したい。など

こんな時はぜひご相談くださいこんな時はぜひご相談ください

例
え
ば･･･

第
２
回
　
新
見
市
市
民
後
見
人
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
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赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金  実績報告
■赤い羽根共同募金　募金実績

■令和５年度　社会福祉協議会会員加入状況

　市民の皆さまのご理解とご協力により、多くの個人や企業の皆さまに社会福祉協議会会員
にご加入いただきましたことを厚くお礼申し上げます。
　寄せられた会員会費は、地区社会福祉協議会などの各地域の住民が主体となって行われる地
域福祉活動の財源等として活用させていただきます。
　ご協力ありがとうございました。

　赤い羽根共同募金は、来年度に行われる岡山県内の福祉施
設・団体などの活動や市内の地域福祉活動に活用されるほか、
災害時の支援活動にも役立てられます。
　歳末たすけあい募金は、ひとり暮らし高齢者などへの歳末訪
問活動や、ぴおーらキッチンの食材費、小・中学校等への図書
カード配布活動等に活用させていただきました。

（令和６年１月末現在）

（令和６年１月末現在）

（令和６年１月末現在）

戸別募金：地域の各世帯の皆さまから

法人募金：企業や商店などの皆さまから

職域募金：市内で働く皆さまから

イベント募金：イベントで行った募金運動に寄せられたもの

店頭募金：店頭に設置した募金箱に寄せられたもの 

街頭募金：募金運動初日に行った街頭募金によるもの

自動販売機募金：赤い羽根自動販売機の売上の一部

学校募金：市内の小学校に通う児童の皆さまから

その他個人からの募金など　

4,269,800 円

990,000 円

668,150 円

121,631 円

146,853 円

30,908 円

36,486 円

31,910 円

18,126 円

募金方法 金　　額

合　　計 6,313,864 円

1,205,000 円

144,000 円

7,132,000 円

8,481,000 円

特別会員会費

賛助会員会費

普通会員会費

会費の種類 会費実績

合　　計

■歳末たすけあい募金　募金実績

4,203,850 円

27,949 円
4,231,799 円

戸別募金：地域の各世帯の皆さまから

その他個人からの募金など

募金方法 金　　額

合　　計 街頭募金の様子

イベント募金の様子
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【
香
典
返
し
】

金
　
谷
　
　
生
田　

孝
子

	

（
亡
夫
　
孝
仁
）

上
熊
谷
　
　
倉
本　

茂
生

	

（
亡
母
　
亘
子
）

上
熊
谷
　
　
小
林　

邦
男

	
（
亡
父
　
武
夫
）

坂
　
本
　
　
松
尾　

裕
之

	

（
亡
母
　
富
江
）

坂
　
本
　
　
森
下
真
由
美

	

（
亡
母
　
長
谷
川
兼
子
）

高
　
尾
　
　
森
下　

拓
治

	

（
亡
妻
　
淑
子
）

高
　
尾
　
　
西
岡　
　

宏

	

（
亡
父
　
斉
）

千
屋
花
見
　
柴
田　

眞
治

	

（
亡
母
　
清
子
）

土
　
橋
　
　
大
西　
　

誠

	

（
亡
父
　
修
）

豊
永
宇
山
　
家
本　

弘
彦

	

（
亡
母
　
祠
女
）

新
　
見
　
　
村
島　

孝
之

	

（
亡
祖
母
　
久
子
）

新
　
見
　
　
中
村　

崇
文

	

（
亡
母
　
裕
子
）

新
　
見
　
　
遠
藤　

伸
也

	

（
亡
父
　
政
幸
）

西
　
方
　
　
松
尾　

和
博

	

（
亡
姉
　
壽
紀
江
）

西
　
方
　
　
藤
岡　

弘
美

	

（
亡
夫
　
正
）

法
　
曽
　
　
清
水　

憲
正

	

（
亡
妻
　
典
子
）

大
佐
小
南
　
江
見　

喜
光

	

（
亡
母
　
川
上
都
）

神
郷
高
瀬
　
伊
田　

克
己

	

（
亡
父
　
美
登
）

哲
多
町
蚊
家
　
名
越　

健
次

	
（
亡
父
　
正
美
）

哲
多
町
田
淵
　
小
川
け
い
子

	

（
亡
夫
　
潔
）

哲
多
町
田
淵
　
永
田　

制
司

	

（
亡
父
　
勉
）

哲
多
町
成
松
　
前
川　

隆
幸

	

（
亡
父
　
勉
）

哲
多
町
矢
戸
　
逸
見　

勝
志

	

（
亡
父
　
昭
雄
）

哲
西
町
矢
田
　
大
久
保
妃
佐
子

	

（
亡
夫
　
勇
）

哲
西
町
矢
田
　
末
尾　
　

進

	

（
亡
妻
　
八
代
衣
）

大
阪
府
寝
屋
川
市
　
青
泰　
　

勇

	（
亡
母
　
浜
子
・
本
所
取
扱
）

【
偲
び
草
】

倉
敷
市
　
　
西
山
美
保
子

	（
亡
母
　
坂
田
ス
ガ
子
・
本
所
取
扱
）

【
一
般
寄
付
】

上
　
市
　
　
土
井　

典
子

	（
ち
い
さ
な
よ
り
み
ち
展
売
り
上
げ
の
一
部
）

ご寄付ありがとうございました。ご寄付ありがとうございました。
　12 月１日から１月 31 日までに、本会本所・各支所に寄せられた　12 月１日から１月 31 日までに、本会本所・各支所に寄せられた
ご寄付について報告します。（敬称略・順不同）ご寄付について報告します。（敬称略・順不同）
　寄せられた寄付金は各種団体助成、友愛訪問事業、ふれあいサロンなどの　寄せられた寄付金は各種団体助成、友愛訪問事業、ふれあいサロンなどの
福祉活動に有意義に活用させていただいています。福祉活動に有意義に活用させていただいています。

令和5年〜６年

12月〜１月

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
へ

食
料
等
の
寄
付

各種相談窓口を開設します

※法律相談予約先　☎72-7306　地域福祉推進課
※３月の相談日は木曜日です。ご注意ください。

3月 21日（木）
4月17日（水）

10：00～15：00
10：00～15：00

場所：新見市地域福祉センター
法律相談（ 要予約 ）

3月 21日（木）
4月17日（水）

9：00～12：00
9：00～12：00

心配ごと相談
場所：新見市南庁舎

ピオーラカフェ開催のお知らせ

期　日：３月27日（水）
　　　　13:30 ～15:30

場　所：新見市地域福祉センター

内　容：・さわやかな音色で春を感じよう
　　　　　～フルートとピアノ演奏会～
　　　　・大学生企画コーナー　など

参加費：２００円（申し込み不要）

エ
ン
ド
レ
ス
新
見
店
、
西

田
勝
江
、
西
田
茂
、
新
谷

勉
士
、
大
塚
多
加
子
、
大

月
稔
、
田
中
洋
子
、
赤
木

幸
夫
、
西
村
町
子
、
神
郷

の
園
、
弓
場
小
夜
子
、
北

原
恵
子
、
藤
村
多
加
子
、

健
康
の
森
学
園
、
山
本
知

久
、
岸
本
操
、
全
矢
崎
労

働
組
合
新
見
支
部　

沖
津

巧
士
、
芦
澤
美
紀
ほ
か

26
人　

１
４
７
２
点
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　令和６年能登半島地震により被災した地域から岡山県内に避難してきた世帯に対する
貸付です。
　今回の災害により岡山県内に避難している人は、岡山県内の社会福祉協議会で下記の
緊急小口資金特例貸付による融資を受けることができます。

●すでに令和６年度分の加入を受け付けています。詳しくは本会本所・各支所におたずねください。

※詳しくは本会ホームページや上記二次元コードを参照してください。

特別な場合とは、以下の場合です。
　■世帯員の中に亡くなった人がいるとき　　
　■世帯員に要介護者がいるとき
　■世帯員が４人以上いるとき　　
　■重傷者、妊産婦、学齢児童がいる世帯等
●利子無利子（※ただし、償還計画に定められた償還期限日までに返済が完了
　　　　　　　　しない場合、残元金に対して年3.0％の延滞利子が発生します。）
●据置期間：１年以内
●返済期間：据置期間経過後２年以内
●連帯保証人：不要

※詳しくはコチラ
▶▶▶

貸付限度額10万円以内（特別な場合は20万円以内）

令和６年能登半島地震に関する
緊急小口資金特例貸付のご案内

にいみ社協だより　第115号 8


